
基本目標 1
子どもを育てる喜びが実感でき
る環境づくり

施策目標 （1） 母と子の健康づくり支援

基本施策分
野

⑤ 医療体制等の充実

事業名称 担当課 事業年度 ２０年度実績 １９年度実績 １8年度実績

乳幼児医療
費助成

こども福祉 Ｈ17～21 （再掲2-（1）-⑦） （再掲2-（1）-⑦） （再掲2-（1）-⑦）

健康介護 Ｈ17～21
年間７０日開設 受診者数 ７３８人 6歳以下３４８人 ７
歳～１５歳以下１２６人 １６歳以上 ２６４人 1日平均受
診者数１０．５人

年間７１日開設 受診者数 ７７６人 6歳以下３７５人 ７
歳～１５歳以下１０４人 １６歳以上 ２９７人 1日平均受
診者数１１人

年間７０日開設 受診者数 ８７６人 6歳以下４２０人 ７
歳～１５歳以下１１４人 １６歳以上 ３４２人 1日平均受
診者数１２人

健康介護 Ｈ17～21

・病院群輪番制の利用 ２人、八幡市休日応急診療所
の利用 ９人
・府事業として、小児救急電話相談事業、小児救急医
療体制（山城北保健所管内は、宇治徳洲会病院・田辺
中央病院）で輪番体制がとられ、その周知をはかった。
・府の救急医療情報システムの活用をした。

・病院群輪番制の利用 ０人、八幡市休日応急診療所
の利用 ６人
・府事業として、小児救急電話相談事業、小児救急医
療体制（山城北保健所管内は、宇治徳洲会病院・第二
岡本病院・田辺中央病院）で輪番体制がとられ、その周
知をはかった。
・府の救急医療情報システムの活用をした。

病院群輪番制の利用 ０人、八幡市休日応急診療所の
利用 １３人 ・府事業として、平成１７年１月より、小児
救急電話相談事業、平成１７年１０月より、小児救急医
療体制（山城北保健所管内は、宇治徳洲会病院・第二
岡本病院・田辺中央病院）で輪番体制がとられた。その
他 府の救急医療情報システムの活用をしていく。

関係機関との
連携強化

健康介護 Ｈ17～21

見直し後の平成２０年度から京都府保健医療計画が実
施され、地域の保健医療を支える基盤整備、患者本位
の安心・安全な医療体制の確立、および主な死因に着
目した切れ目ない保健医療サービスの提供が計画の重
点施策となっている。計画におけるに市町村の役割に
ついて協力するとともに、計画の充実について要望し
た。

京都府保健医療計画の見直しがおこなわれ、平成２０
～24年度までの5年間の計画が策定された。地域の保
健医療を支える基盤整備、患者本位の安心・安全な医
療体制の確立、および主な死因に着目した切れ目ない
保健医療サービスの提供が計画の重点施策となってい
る。計画におけるに市町村の役割について協力するとと
もに、計画の充実について要望した。

京都府保健医療計画については、５年ごとの見直しが
されており、次回は平成１９年度の予定。 休日・夜間・
二次医療の整備を京都府が計画していくことを課題と
し、市としては、近隣市町村と協力し効果的な体制づく
りを府と共同実施していく。

医療体制の
整備・充実

○就学前児童の医療費に係る一部負担
金を助成
（再掲2-（1）-⑦）

○関係機関との連携強化
（京都府保健医療計画における医療体制
等の充実要請等）

○休日応急診療所事業の推進

○地域医療体制の充実
（病院群輪番制・八幡市休日応急診療
所）

◎ 展開する事業群(1-1-5)

事業内容（細事業）

1-(1)-①



１７年度実績

母子健康手帳発行数 ５６７人 妊娠１１週までの早期交
付 ４５４人 ８０．１％ 目標： １１週までの早期交付 ８
０％

延べ ９９６件の助成を行った。

実人員 ４８人（延べ５４件）

実人員 １７人（延べ９０件）

実人員 ７５人 （延べ１７０人） １３．２％ 妊娠届出数 ５６
７人

実人員 ５２組（夫婦） １８．２％ 初妊婦届出数 ２８５組

実績無し

受診率 ９９．０％ 受診者 ５８０人 対象者 ５８６人
目標： 受診率１００％ 未受診者の全数訪問

受診率 ９３．２％ 受診者 ５７２人 対象者 ６１４人
目標： 受診率 ９５％

受診率 ８３．８％ 受診者 ５３２人 対象者 ６３５人
目標： 受診率９０％以上

1-(1)-①



来所率 ９０．７％ 来所者 ５４９人 対象者 ６０５人

来所率 ８６．２％ 来所者 ５４４人 対象者 ６３１人

参加者 ８５２人 （乳幼児８４１人 妊婦１１人）

発達相談 延べ ８７人

２６０人

訪問 ９５．６％ ２５８人 第１子２７０人
目標： 第１子を全数訪問

延べ４１４人

延べ５９人

平成１８年度から実施予定

平成１８年度から実施予定

配付数 １，１２０冊

母子健診システム、予防接種システムとも平成１９年度改正
予定

（感染症発生動向調査 京都府週報）により、週ごとの感染
症情報を収集

1-(1)-①



ポリオ ７５．７％、麻しん １０３．１％、風しん １４８．８％、三
種混合 １０３．５％ 二種混合(Ⅱ期） ６７．７％、日本脳
炎 １６．８％ ・健康介護課は、高齢者インフルエンザ予防
接種事業を実施。接種率５１．１％ 対象者数（ ９，２５９人
） 目標：麻しんの早期接種率８０％、風し
んの接種率８０％

ＢＣＧ予防接種率 １０３．６％ ＊ＢＣＧ予防接種が３ヶ月児
健診と同日実施となる。健康介護課は、６５歳以上を対象とし
ている。 目標： 乳児のＢ
ＣＧ予防接種率９５％

（新型インフルエンザ、ノロウイルス等）に関する研修会、連
絡会議等に出席。 （新型インフルエンザ）に関する予防啓
発を市のホームページに掲載。 （エイズ月間、ミドリガメ等
は虫類を原因とするサルモネラ症発生事例に係る注意喚
起）に関するパンフレットを窓口に設置。 （ハンセン病療
養所入所者等に関する補償金支給制度）周知のため市広
報誌掲載。 （エイズ）に関する予防啓発パンフレットを成

１６年度末に保健センターの増築を行い、乳幼児から高齢者
を対象とした各種保健事業及び検診相談事業の同日実施
や拡大実施をすることが出来た。

研修会 １回実施（養護教員を講師に研修会）

（再掲1-（3）-②）

（再掲1-（3）-①）

（再掲1-（2）-①）

1-(1)-①



１７年度実績

・内科、歯科検診 各２回／年
・尿、ぎょう虫卵検査 各１回／年
・視力検査 １回／年

職員の検便：月１回全職員

歯みがき教室 ３回／年
保健研修 ３回／年

定期健康診断（内科、歯科、眼科、耳鼻科及び尿・ぎょう虫
卵検査）を１回実施。 歯磨き指導を各園で行った。

私立幼稚園２園に対して、内科健診及び歯科健診を実施し
た補助として１名１種について１，０００円の補助を行った。

定期健康診断（内科、歯科、眼科、耳鼻科及び尿・ぎょう虫
卵検査）を１回実施。 歯磨き指導を各園で行った。

各学校で学習指導要領に沿い指導計画に基づき指導を
行った。エイズ指導１回、性教育３～４回。喫煙・薬物乱用の
防止等、健康に関することについては、小学５・６年～中学３
年までの授業で１回以上行った。

保護者の参加率 ２５％ 骨粗しょう症を知る児童の割合
７０．８％ 目標：保護者参加率50％、児童の骨
粗しょう症を知る割合95％

薪小学校 ２クラス（６年） ６１名 、普賢寺小学校 ２学年（５
年・６年） ２９名 保護者１０名 延べ１００名 目標： 年
２校

1-(1)-①



１７年度実績

（再掲1-（1）-①） 参加者延べ４５人

前期 ５８０人 後期 ５４９人

実施数 ５７２人

２園 ６３組

（再掲1-（1）-②）

（再掲1-（1）-②）

申込者 ２２人 参加者 全５回 延べ ８６人 年齢 ３１歳か
ら７１歳（平均６０歳）

行事食の実施 展示食の実施 食と生活リズムのアンケート
給食だよりの発行

学校栄養職員２名による食に関する指導を各小学校を巡回
して行った。年間２回。担任より教科、特別活動、給食時に
おいて常時指導を行った。

1-(1)-①



１７年度実績

養護教員を講師に招き研修会及びグループワークを行っ
た。１回

エイズに関する予防啓発パンフレットを成人式で配付。 ６０
０部

（再掲1-（2）-①） ３回実施 参加者数 ６４人

（再掲1-（1）-②）各学校で学習指導要領に沿い指導計画に
基づき指導を行った。エイズ指導１回、性教育３～４回。喫
煙・薬物乱用の防止等、健康に関することについては、小学
５・６年～中学３年までの授業で１回以上行った。

1-(1)-①



１７年度実績

（再掲2-（1）-⑦）

年間６９日開設 受診者数 ８４３人 ６歳以下 ４２１人、７歳
～１５歳 １１５人、１６歳以上 ３０７人 、１日平均受診者 約
１２人

病院群輪番制の利用 １人、八幡市休日応急診療所の利用
１０人 ・府事業として、平成１７年１月より、小児救急電話相
談事業、平成１７年１０月より、小児救急医療体制（山城北保
健所管内は、宇治徳洲会病院・第二岡本病院・田辺中央病
院）で輪番体制がとられた。その他 府の救急医療情報シス
テムの活用をしていく。

京都府保健医療計画については、５年ごとの見直しがされて
おり、次回は平成１９年度の予定。 休日・夜間・二次医療の
整備を京都府が計画していくことを課題とし、市としては、近
隣市町村と協力し効果的な体制づくりを府と共同実施してい
く。

1-(1)-①




